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大学生における向社会的行動と阻止随伴性の関係 
 
The relationship between University students’prosocial Behavior, and the 
prevention of the presentation of a reinforce. 
 
 
 
三橋 真人 * 
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＜要   約＞ 
 本研究は，三橋（2013）の「若者の親切度意識は低下していない」という結論から問題
を拡張し，なぜ親切度意識が低下していないにも関わらず親切行動があまり行われていない
のかという問題を追跡調査した。 
 アンケート調査を行い，その結果を分析したところ，「被親切者の心境と対応」と「自己
保身」の問題により親切行動が阻止されていることが明らかとなった。これらの問題の根底
には，幼児期に成立していた「社会間接互恵性」のルールと異なる，親切行動を行ったもの
が正当に評価されず，逆に損をすることがあるという社会環境が存在していると考えられる。
近年，親切行動が阻止随伴性を引き起こし，行動の減少をさせる環境の高さが示唆された。
これらの問題を解決するためには，周囲が親切行動への理解を深めることと親切を受けた側
がそれを承認することが重要である。 
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１．はじめに 
 人は，日常生活で困っている他人を見ると，助
けてあげたい衝動にかられ，多くの場合に何らか
の親切を行う性質を持っていると言われている。
これを利他行動という。一方で，自分のちょっと
した行動が誰かの喜びや快適さにつながると分か
りつつも，実際その場面に遭遇するとなかなか実
行に移せないのが「小さな親切」である。 
 最近，公共の乗り物や町で，若者のマナーの悪
さ，小さな親切の不実行が指摘されている。しか
し，そのような指摘はそれぞれの主観による判断
でのみ行われており，根拠が明確に示されてはい
ない。 
 このような背景に基づき，私は「向社会的行動
尺度」を用いたアンケート調査を行い，大学生の
小さな親切行動を分析した。その結果，大学生の
小さな親切行動の尺度得点の平均は52.1点となり，
25年前の大学生の平均である53.1点と比較して大
きな変化は見られないことが確認された。つまり，
最近の若者の親切度が低い，という指摘は根拠の
ないものであると言える。 
 人の利他性は，仲間と上手くやっていくために
備わった心の機能であるため，時代を経て変わる
ことはない。そのため，25年前と変わらない，
小さな親切の尺度得点の数値が表れたと考えられ
る。 
 一方，以上の調査と考察の結果，新たな課題が
見出された。人の親切は，幼児期の社会間接互恵
性の成立というルールにより培われている。もし，
幼児期の日常生活から働いているはずの社会間接
互恵性がそのまま受け継がれていけば，本来大学
生の親切行動の数値はもっと高いものになるはず
であると考えられる。しかし，実際は大学生の親
切行動の数値は，25年前も今も，何ら変化なく，
平均値の50点台を推移していた。ここには，幼
児期の社会には存在しなかった，何らかの阻止要
因があるはずである。この大学生の親切行動阻止
の行動随伴性に影響を与えているのは，どのよう
な社会環境であるのかを明らかにすることが求め
られる。 
 以上の背景に基づき，今回は大学生の親切行動
の阻止要因のアンケート調査および考察を行う。
第 2 章では本研究に必要と考えられる先行研究
の紹介，第 3 章ではアンケート調査の方法の説
明，第 4 章ではアンケート調査結果の提示・分
析，第 5 章ではアンケート調査結果の考察，第 6 
章では今回の研究の総括を述べる。 
 
２．先行研究の紹介 
 本章では，本研究を行う上で重要となる先行研
究の紹介を行う。 
 
（１）向社会的行動尺度 
 本研究で扱う親切や思いやりといったものは，
そのままの状態でデータとして扱うことは困難で
あるため，何らかの方法で数値化する必要がある。
前回の研究では，大学生の小さな親切の尺度を調
査するため，菊池（1988）の「向社会的行動尺
度」を用いた。 
 これは，援助行動や親切行動などの向社会的行
動をどの程度行っているかを，行動経験の自己報
告をもとに測定する尺度である。この尺度はラ
シュトンら（1981）の愛他行動尺度を参考に作
成された，20項目の行動に関するアンケートに
より評価するものである。信頼性が非常に高く，
妥当性が十分に確保されている上，質問項目が
20と適度な量であるため，使用しやすいのが特
徴である。 
 
（２）幼児における社会間接互恵性 
 清水・大西（2003）は人間社会において親切
が広く交換されるための仕組みである社会間接互
恵性が 5 ～ 6 歳の幼児の日常生活で働いている
ことを世界で初めて確認した。幼児は，ある幼児
が他の幼児に親切にしているのを観察した直後に，
他の幼児に親切にしていた幼児に対して選択的に
親切にしていることが観察された（figure 1）。つ
まり，「親切児（B）」が「受け手（C）」に親切を
行ったのを観察した「親切行動観察児（A）」が，
後に「親切児（B）」に親切に振る舞っていたと
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いうことである。また，この影響は普段の場面に
おいても働くことが確認された（figure 2）。 
 このことから，幼児が第三者間のやりとりを観
察して他者の親切さを評価していること，親切を
行う幼児は後にまわりの幼児から親切にしてもら
いやすく，自分が親切にした分をまわりの幼児か
ら返してもらっていることが明らかになった。
「他者間のやりとりから他者の評価を形成し，親
切なものにはより親切に振る舞う」という傾向は，
社会間接互恵性の成立にとって最も重要なルール
であることを明らかにした。また，これ以外にも，
他者に親切にしていないものには親切にしない
（もしくは罰を与える）というルールなど，いく
つかの重要なルールが理論研究から指摘されてい
る。 
 
figure 1 幼児における社会間接互恵性 
 
 
 
figure 2 親切行動後場面と普段場面 
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３．アンケート調査方法 
 本章では，アンケート調査の方法について説明
する。 
 
調査方法：アンケート調査 
調査対象：大学生203人 
調査内容：実行に移しづらい10種類の「小さな
親切」に対して共感する項目を挙げ，その理由を
記述してもらう。「小さな親切」の項目に関して
はtable 1 に示す，実際その場面に遭遇するとなか
なか実行に移せない「小さな親切」をもとに作成
した。 
 
４．アンケート調査結果・分析 
 本章では，第 3 章で示したアンケート調査の
結果を示し，その分析を行う。 
 
（１）アンケート調査結果 
 アンケート調査により得られた結果から，共通
して確認できた性質を抽出し，以下の 4 つの属
性に分類した。 
 
 1 ）自己保身 
 親切であると考えて行った行動に対して反感を
買い，自分の身に危険が及ぶ可能性があると判断
する状況の思考。 
 2 ）被親切者の心境と対応 
 行った親切を相手が不快に感じる可能性がある
と判断する状況の思考。 
 3 ）技術的困難 
 親切行為をしたいが，自分の技術の低さからそ
の行為を困難なものとして捉えてしまう状況の思
考。 
 4 ）他者依存 
 自分が親切行為をしなくても，他の人が行うの
ではないかという期待をする状況の思考。 
 
分類の例としていくつか示す。 
・回答例 1 「注意したことによってトラブルが
起きるのを避けたいから」 
 → 1 ）自己保身に分類 
・回答例 2 「介助したことないし難しそうだか
ら」 
 → 3 ）技術的困難に分類 
・回答例 3 「相手に嫌な顔をされて傷つきたく
ないから」 
 → 1 ）自己保身と 2 ）被親切者の心境と対応
に分類 
 
 回答を 4 つの属性に分類した結果をtable 2 に示
 
table 1 実際その場面に遭遇するとなかなか実行に移せない「小さな親切」 
 1 位 公共の場で騒いでいる人を注意する 
 2 位 本人が気づいていない恥ずかしいことをこっそり,教える 
  （ファスナーが開いているなど） 
 3 位 お年寄りの手を引いて横断歩道を渡る 
 4 位 電車やバスで席を譲る 
 5 位 落ちているゴミを拾う 
 6 位 大きな荷物を運ぶのを手伝う 
 7 位 倒れている自転車を起こす 
 8 位 気分の悪くなった人に声をかける 
 9 位 道に迷っている人に声をかける 
10 位 探し物を一緒に探す 
               (goo ランキング http://ranking.goo.ne.jp/ranking/999/kindness_cant/) 
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す。回答者数は203人であるが，一人が複数の項
目に共感している場合もあるため，回答数は
1042件であった。 
 
（２）アンケート結果分析 
  4 つの属性の中で最も多く見られたのが「被
親切者の心境と対応」であった。続いて「自己保
身」が多いことが確認できた。「他者依存」や
「技術的困難」は前述の 2 項目と比較して回答数
が少なかった。 
 
 まず，「被親切者の心境と対応」について分析
する。この属性からは，自身は親切のつもりでも，
相手にとって不快なのではないかという不安によ
り，親切を行動に移せない若者が多いことが読み
取れる。この属性は様々な項目において見られた
が，四位の「電車やバスで席を譲る」が最も顕著
であった。若者が親切のつもりで，お年寄りや体
の不自由な方に席を譲ろうとした際に，相手に断
られたり，年寄り扱いされたことに文句を言われ
たりするという状況は容易に想像できるだろう。
一度このような経験をした若者は，その印象を強
く受け，次からは席を譲るのをためらうというこ
とも考えられるだろう。実際にアンケート結果で
も，断られた経験がある，または他の人が断られ
たのを見て，気まずい思いや怖い思いを経験した，
という回答が多く見られた。 
 これは小さな親切を受けた側の人間が，自分の
ことしか考えていないことで起きる問題である。
確かに小さな親切は，場合によってお節介になる
場合もある。しかし，そこで適切な断り方をすれ
ば，相手は不快にならず，また小さな親切を行動
に移したい，と思えるだろう。自分本位で物事を
考え，小さな親切を行う側の若者の気持ちを汲ま
ない対応をとる環境が，ときに若者の親切行動を
阻んでいると言えるだろう。      
 続いて「自己保身」について分析する。これは，
アンケート項目の 1 位である「公共の場で騒い
でいる人を注意する」に，特に多く見られた。こ
れは第三者のために，騒いでいる相手を注意する
行為である。多くの回答に共通していたのは，注
意をしたいという気持ちはあるが，それによる仕
返し，危害を加えられることを恐れて注意できな
いということである。行動に移す前に，「騒いで
いる人に何をされるかわからない」という恐怖心
や不安が先立ってしまう。また，誰も注意してい
ない状況だからこそ，何かあった時に，周りは誰
も自分を助けてくれないのではないか，と考える
だろう。自分自身は気にならないが，周りのため
に注意したいという小さな親切を行いたい若者の
気持ちを，周囲の人間の目や，注意した相手のや
り返しへの不安といったものが，阻害してしまっ
ているのである。 
 その他の項目にも，同様の回答は見られた。相
手への親切で行ったつもりが，相手が想像もしな
い点で気分を害し，危害を加えてくる恐れがある
ということである。これは，幼児期の社会間接互
恵性の正反対の社会環境である。注意をすれば，
危害を加えられる恐れがある。また，周りの人間
から感謝されるかも分からない。親切にした人間
に親切が返ってこないのである。むしろ，危害を
加えられる，という罰を受ける可能性すらありえ
るのである。 
 
 最後に，前述の 2 つの属性と比較すると回答
数は少なかったが，回答者が一定数存在した「他
者依存」について分析する。今の社会環境では，
全ての人が小さな親切を当たり前に行なっている
とは言えない。小さな親切を行った人が，周りの
人間から少なからず注目され，必ずしも良い気分
になるとは言えないのが現状である。その結果，
誰かがやるだろう，自分である必要はないだろう，
table 2 アンケート調査結果 
  1 ）自己保身  2 ）被親切者の心境と対応  3 ）技術的困難  4 ）他者依存 
回答数 182 275 9 43 
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と消極的になっているのである。 
 
５．考察 
（１）アンケート結果の考察 
 アンケート調査結果を分析した結果， 4 つの
属性のうち「被親切者の心境と対応」と「自己保
身」の 2 つが小さな親切を阻止する主な要因で
あることがわかった。それぞれの属性に分類され
たアンケート調査結果を分析したところ，幼児期
の社会間接互恵性が成立していたときのルールと
は対極にある，他者に親切にするものが不快な思
いをするような社会環境が存在している点が明ら
かとなった。 
 このような環境によって生み出されたのが，声
をかけてもらったら親切にできる人である。相手
が親切にしてほしいと思っているという確証が持
てて初めて，小さな親切を実行に移せるという人
である。小さな親切を実行したいという思い以上
に，相手からのマイナスな対応に不安を感じてい
るのである。誰だって，親切にしたのに不快な気
分になるのは避けたいはずである。調査から分か
るように，相手から喜んでもらえる，責められな
いと言う確証が持てれば，小さな親切を行動に移
せる，という人はとても多いことがアンケート調
査により確認できた。 
 また，これらの繰り返しによって，若者の中に
「親切は面倒」という気持ちが生まれたのも事実
である。現にアンケートの結果には，その場面に
遭遇しても，結局面倒で実行に移せない，という
回答も多くある。つまり，親切をしたものに親切
が返ってこない今の社会環境が，若者の小さな親
切を行動に移すことへの不安を生み，更に親切行
動への意欲をそいでいると考えられる。 
 このような社会環境が，若者の小さな親切行動
に対して，影響を与えている。つまり，親切を受
ける側のマナーが悪い今の社会環境が，若者の親
切意欲を失わせているのである。 
 
（２）現状の改善策 
 親切行動を行った側が損をするという現在の社
会環境こそが若者の親切行動を阻止している最大
の要因であるということが明らかとなった。では，
このような状況において，どのような施策を行え
ば現状を改善し，小さな親切行動を実現できる環
境となるのかを考える。 
 一つ目は，周囲の対応である。幼児期は，「他
者間のやり取りから他者の評価を形成し，親切な
者にはより親切に振る舞う」というルールが成立
していた。しかし，現代では，親切なものが正当
に評価されているとは，とても言い難い。親切な
人間を素直に評価し，そういった人間がより親切
にされるような環境を作るべきである。具体的に
は，電車内でマナーが悪い人間を注意して，もし
も相手から何か不快な言動や害を受けている時に，
周囲が積極的に助ける，といったことである。 
 また，親切な行動を行っている人間が，特別に
見られない環境作りも重要である。若者だけでな
く，大人も積極的に親切行動を行うことで，周囲
が親切を行っている人を特別視することはなくな
り，若者も周囲の目を気にすることがなくなるだ
ろう。 
 二つ目は，小さな親切を行われた側の対応であ
る。本来，社会間接互恵性は，親切を受けたもの
に更に親切が返ってくるようなルールの下で成り
立っている。小さな親切を若者から受けた場合は，
その若者に感謝を示し，もしそれがいらない親切
だと感じた場合も，相手を不快にさせないような
対応をすることが必要である。 
 小さな親切を若者が行うのは当然，という考え
方を持つのではなく，きちんと小さな親切を行っ
たものに承認を表すことが当たり前の社会環境に
なれば，若者の小さな親切行動はもっと増え，よ
り良い社会になっていくはずである。 
 
６．おわりに 
 本論文では，前回の調査において明らかになっ
た，若者の親切度は低下していないという結論か
ら問題を拡張し，なぜ親切度が低下していないに
も関わらず親切行動があまり行われていないのか
という問題を調査した。 
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 アンケート調査を行い，その結果を分析したと
ころ，「被親切者の心境と対応」と「自己保身」
の問題により親切行動が阻止されていることが明
らかとなった。これらの問題の根底には，幼児期
に成立していた「社会間接互恵性」のルールと異
なる，親切行動を行ったものが正当に評価されず，
逆に損をすることがあるという社会環境が存在し
ていると考えられる。 
 これらの問題を解決するためには，周囲が親切
行動への理解を深めることと親切を受けた側がそ
れを承認することが重要である。したがって，こ
の問題は若者だけの問題ではなく，社会全体が心
がけなくてはならない問題である。若者の中には
昔と変わらない親切心が残っていることは前回の
調査において明らかとなっているため，あとはそ
れを行動としてアウトプットしやすい環境を作る
ことができればより良い社会を実現することがで
きるだろう。 
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